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2022-23RI 会長：ジェニファーE.ジョーンズ ガバナー：村田貴紀  会長：岡田則之/幹事：坂田幸彦  例会日：木曜日

午後 12:00 開会会場：富士見すし 編集・発行：クラブ会報委員会  委員長：宮内和広   

第２６回（第２６８８回） ２０２３年 ３月第１例会 ３月２日（木） 

[  会員卓話 鈴木貴大会員 ] 

「中小企業における SDGsを生かした経営」 

●点鐘 / 岡田則之 会長 

●国歌/ロータリーソング/四つのテスト 唱和 

●会長の時間 / 岡田則之 会長 

●幹事報告 / 坂田幸彦 幹事 

●３月誕生祝い 

●Rの友読みどころ紹介 / 坂本篤子委員長 

●委員会報告 / 小林群司 親睦委員長 

●卓話 / 鈴木貴大会員 

●謝辞 / 岡田則之 会長 

●出席状況・ニコニコ報告 / 松本和文委員長 

●点鐘 岡田則之 会長 

 司会進行：小川 忠喜会員 

〇点 鐘  岡田会長 

   会長の時間 / 岡田会長   

皆さんこんにちは。いよいよ 3 月になりました。春の訪れです。  三寒

四温といいますが、天気予報では今週からそんな感じになってくるよう

です。本日の例会ですが鈴木会員による「 SDGs 」の 卓話です。あ

ちらこちらでこの言葉を聞くと思いますが ロータリアンとして知識の一

部にしていただければなと思います。 鈴木会員よろしくお願いいたし

ます。 

  さて、ロシアの ウクライナ侵攻から早１年が経ちました まだ終わり

の見えない戦争になっています。 先日のプーチン大統領の演説では 

核も辞さないという発言が聞こえていました。1 日でも早く平和が来る

ことを祈っています。また、ヨーロッパではトルコ地震が今大変な被害

になっています。ロータリーとしても支援をしていくという方向で動いています。本日の理事会において議案として討議されまし

た。是非皆さんご賛同いただき支援の方よろしくお願いいたします。   

本日の会長の時間ですが  明日３月３日はひな祭りです。 私も二人の娘がいます。４０年ほど前に雛人形を買いました。その

当時は七段飾りですごく大きなもので部屋を埋め尽くしてしまったほどです。ただ最近は、核家族化と言うこともありお内裏様と

お雛様のみのケースに入った小さなお雛様もあるようです。そこで日本のひな祭りにはどんな風習があるか人形や桃の節句

の由来とあわせどんなものか少し調べてみました。ひな祭りの由来としては平安時代中期にもともと紙人形を作って海や川に

人形を流し、身のけがれをお祓いする行事からきているようです。ひなの語源としては和歌山市には雛人形の供養で有名な淡

島神社があります。淡島神社には御祭神として少彦名命(すくなひこなのみこと)が祀られており、女性の病気回復や安産のご

利益があるとされています。この「すくなひこな」の「ひこな」が転じて「ひな」の語源になったと言われているようです。  また平

安時代に女の子が遊ぶ人形を「ひいな」と呼んでいたことから「ひいな」が転じて「ひな」となったとも言われています。諸説ある
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ようです。現代における祭りには清めやお祓いというよりも女の子が健やかに育ち幸せであるようにとの願いを込めて雛人形

を飾るのが風習となっています。桃の花を添えてあられ、菱餅などを並べるのが一般的で３月の２日から３日の間にお祝いの

席や会食を設けることもあり、 会食の席ではちらし寿司や甘酒、蛤のお吸い物などが提供されます。雛人形を飾るのは、娘を

授かった親の「子の幸せを思う気持ち」や女性を難事から守ると言った意味合いが込められているようです。ひなまつりのシン

ボルでもあり女の子を 厄災から遠ざける役割もある雛人形はいつからどのように日本の生活へ浸透していったのでしょう

か？その起源や歴史についても調べてみると 雛人形の起源は中国にある上巳節という３月初旬の節句と災難や厄を人の代

わりに受けてくれる人形を川へ流す流し雛という行事に平安時代の宮中で行われていた人形遊びの一つ「ひいな遊び」といっ

たいくつかの行事があわさって生まれたとされているそうです。上巳節は３月の初めの巳の日で冬から春へと移り変わる季節

の節目に悪いことが起こらないようにという思いで厄払いなどを行っていたものが日本に伝わり流し雛と貴族のままごとの遊び

が雛人形で女の子の幸せを願うという行事へと変わったようです。平安以降は武家社会から江戸時代への時代が移っていくと

江戸幕府によって五つの節句が制定されます。５月５日の端午の節句には男の子の成長を祝い３月３日の桃の節句には女の

子の成長を祝うようになっていきます。また、江戸時代になると職人の手により人形作りの技術も発展していきます。雛まつり

に使う雛人形も美しく精巧なものへと変わり次第に雛人形は川へ流すものではなく、家の中で大事に飾る物へと変わっていっ

たそうです。豪華な雛人形は武士の家へ嫁ぐ際に嫁入り道具の一つとして加えられるようになり高価なひな人形を持たせるこ

とのできる家は裕福さを証明できるとして、男雛と女雛以外の人形や高いひな壇なども加わり、現代の雛人形に近い形が出来

上がってきたそうです。雛人形に欠かせないお内裏様とお雛様はお雛様を女雛 お内裏様を男雛と呼ぶこともあります。お内

裏様とお雛様の並べ方について現在は向かって左がお内裏様、右がお雛様が一般的ですが、古来のスタイルではこれが逆

になっており現在も京都などの一部地域では向かって右がお内裏様、左がお雛様を並べているところもあるそうです。現在と

昔とで雛人形の並べ方に違いがあるのは昭和時代までさかのぼります。大正から昭和へ変わる際、昭和天皇の即位大礼が

執り行われましたが、この時に天皇と皇后が西洋式に並び写真撮影を行いました。西洋式では向かって左が男性、向かって

右が女性の順で並ぶため昭和天皇と皇后の並び方に見習い、雛人形を作る東京のメーカーがこぞって並べ方を変えたのが

現在の形となっています。 最後にひな祭りが桃の節句と言われる由来を 調べてみました。桃の花は日本で古くから親しまれ

ていますが、元々は中国を原産とする植物だそうです。かつて中国では桃の実には魔除けや邪気を祓う力があると信じられて

おり、現在でもお祝いの席には桃の形のおまんじゅうがよく出されています。日本でも同様に桃は縁起の良いものとして考えら

れており、100 歳を「ももとせ」とも呼びます。長生きを象徴する植物としてもとらえられています。ちょうど旧暦の 3 月の初旬ご

ろが桃の花の見ごろだとこともあり、ひな祭りを桃の節句として桃の花を飾るようになったようです。桃の花は春の季語にもなっ

て薄いピンクの可憐な花弁はどこかはるに微笑む幼い女の子のイメージと重なります。現在においても桃の花はひな祭りの飾

りにぴったりの愛らしい花と思います。 本日は桃の節句についてお話をさせていただきました。 

以上で会長の時間を終わります。ありがとうございました。 

  幹事報告 / 坂田幹事 

 

本日定例理事会が開催されました。 

≪１≫本日の理事会で新入会員が承認されました。 

小山喜一郎 様 小山商事㈱ 代表取締役  職業分類は酒類販売 

≪２≫来週は休会 

≪３≫１６日は夜間例会で会場は富士見です 

≪４≫３０日は 1２：３０バスターミナル集合出発です 

≪５≫トルコ、シリア地震災害緊急支援のお願い。 

   行田ロータリークラブで１０万円プラス皆様のご奉仕を寄付します。 
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３月誕生祝い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

３月誕生祝い/倉持会員、蔭山会員、松本啓明会員、鈴木康正会員               代表挨拶 蔭山会員 

                                                            

「ロータリーの友」読みどころ紹介 

 

『ロータリーの友』 ２月号 読みどころ 

・横書き（P7～Ｐ15）地域の森活用術！の特集が組まれています。 

国内の森林の荒廃が問題となり、国も対策に乗り出しましたが、全国 

のロータリークラブでも「ロータリーの森」と名付け各地で植林活動 

や整備に尽力している活動の事例が掲載されています。 

また、2024 年から森林環境税画が導入され、市町村において、個  

 

人住民税と併せて一人年額 1000 円が徴収されます。また、森林環境 

譲与税は、市町村では「森林整備及びその促進に関する費用」に、 

都道府県では、「森林整備を実施する市町村の支援等に関する費用」 

に充てせれます。                                                坂本篤子委員長 

 

     委員会報告 

                                 

                                  親睦旅行（北海道）の参加者は、全員で２８名となりました。 

                                  ３月１０日以降の取り消しは、キャンセルが発生することになります。 

                                   

                                  

                                  

        小林群司親睦委員長 

 

       会員卓話 

 

 『中小企業における SDGｓを生かした経営』               鈴木貴大会員 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

持続可能な開発目標を持つ必要性が中小企業においても導入が求められている。ＳＤＧｓとＣＳＲがよく似ているようにも思え

ますが、ＣＳＲは、Corporate Social Responcibility と言い、企業の社会的責任とは企業が倫理的観点から事業活動を通して自

主的に社会貢献する責任のことを言う。しかしながら、【企業の活動に組み込み、本業の中で社会貢献を果たしていく点】にお

いては共通しています。 

尚、参考までにＳＤＧｓの紹介 youtube で会員の皆様に配信されていますので、ご覧ください。 
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鈴木貴大会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

出席・ニコニコ報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席・ニコニコ 松本委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                       

                       

                       

 

 

 

 

                                                              

                                                  

〇岡田会長/ 鈴木会員 本日はお世話になります。 

〇坂田幹事/鈴木貴大会員本日は有難うございました。 

〇坂本研一会員鈴木会員 本日は卓話有難うございました。 

〇野口会員/娘の結婚祝いありがといございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ≪本日の司会進行≫ 

         小川忠喜会員 

 

 

出席状況報告 

正会員数 ５８ 名 

参加者   ３１ 名 

出席率  ５３．３％ 

ニコニコ報告 

６，０００円 


